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※無断転載および複製を禁じます。

キーワード解説

酵素とは生体内の反応を触媒する蛋白である。臓器細胞に存在する酵素は、生命維持に必要な物質やエネルギーの生成反応等に関与している。蛋白の分子構造は
異なるが、同じ反応を触媒する酵素をアイソザイムという。臓器細胞により特定の酵素やアイソザイムが存在するため（酵素の臓器特異性）、血中の各種酵素活性
の増減を調べることで、どの臓器に障害があるか推定することができる。血中の酵素活性が増減するメカニズムには、臓器細胞の破壊による血中への流出（逸脱酵
素）、病態や薬物代謝による酵素合成の亢進や低下が反映された場合などがある。

臨床検査における酵素活性測定の意義

遺伝子をコードするDNA複製のミスや放射線照射によるDNAの損傷など、何らかの原因で体細胞の塩基配列の部分的な置換や挿入、欠失が起こることを体細胞
遺伝子変異と言う。これにより、作られる蛋白の機能の低下や欠損、あるいは機能の変化が引き起こされ、がんなどの疾患につながる場合がある。一方、両親から受
け継ぐ遺伝子変異は、生殖細胞系列の遺伝子変異であり、一生変化せず、家族で共有し、子孫に遺伝するものである。

遺伝子変異（最近はバリアントという用語に置き換わりつつある）

両親から受け継いだ対立遺伝子の組み合わせで、同じ組み合わせの個体をホモ接合体、一方に変異があるなど、異なる組み合わせの個体をヘテロ接合体という。す
なわち、野生型（正常型）のホモ、野生型と変異型のヘテロ、変異型のホモと、大きく3つに分類できる。該当する遺伝子変異がその遺伝子産物をうまく産生できない
タイプであるならば、その対立遺伝子を有する個体では産生量が減り、ヘテロよりもホモで減少の度合は強くなる。そして、症状発現の閾値を超えて減少すれば発
症する。すなわち、○○欠損症となる。

ヘテロ接合体とホモ接合体
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開栓後の安定性は
良好です

共存物質の影響を
回避しています

各種自動分析装置に搭載可能な包装タイプをご用意しています
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